
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果

●学力の向上

○生徒が主体的に学習に取り組む授業
づくりと、望ましい学習習慣を育む学習
基盤づくり

○話し合う活動や書く活動を「積極的に
取り組んだ」について肯定的な回答をし
た生徒の割合80％以上

・週４回、朝の時間に、「ｅライブラリ」を
活用した取り組みを行う。

・生徒用一人一台端末の活用、「授業づ
くりのステップ１・２・３」を生かした授業実
践を行う。

Ｂ

・話し合う活動や書く活動を「積極的に取り組
んだ」について肯定的な回答をした生徒の割
合は81％であった。

・週４回、朝の時間に、「ｅライブラリ」を活用し
た取り組みを行うことに関しては、難易度問題
が選択できる。間違えた内容を重点的に復習
できるなど有用性を感じる生徒が増加した。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「道徳の授業を通じて、心豊かに成長
できている」について肯定的な回答をし
た生徒の割合80％以上

・生徒が人権や命の大切さを認識する
ために、全職員による道徳授業や人権
集会などを実施する。

・学習の成果を共有する場として、文化
発表会にて学年ごとの「生き方」体験学
習を行う。

Ａ

・「道徳の授業を通じて、自分の考えが深まっ
たり新しい発見があったりといった成長ができ
ている」について、87％以上の生徒が肯定的
な回答をしている。

・全教員をあげてのローテーション道徳に加
え、校内の様々な教員を講師とした、月に一
度の人権集会にも取り組むことができた。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「『いじめ防止基本方針』に基づいて、
対策に取り組んでいる」について肯定的
な回答をした教師の割合80％以上

・生活アンケートや定期教育相談を活用
し、いじめや問題行動の早期発見・早期
解決に努める。

Ａ

・「『いじめ防止基本方針』に基づいて、対策に
取り組んでいる」について肯定的な回答をした
教師の割合100％であった。

・毎月１回、生活アンケートを実施し、いじめや
問題行動の早期発見・早期解決に努めた。ま
た、定期教育相談を年間２回実施した

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・キャリア教育の一環として「職場体験」
や「職業人に学ぶ」「先輩（高校生）に学
ぶ」を実施し、高校で活躍する卒業生や
夢をもって人生を切り拓いている社会人
から学ぶ機会をつくる。 Ｂ

・「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した生徒85％だった。

・「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした生徒68％だった。学年別の
内訳は、３年生(87%)、２年生(59%)、１年生
(59%)であった。２年生、１年生における改善が
必要である。

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❹「安全に関する資質・能力の育成」

❸健康の大切さを理解し、食生活に気
をつけるようにしていると肯定的に答え
た生徒の割合80％以上

❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

・家庭科、学級活動、総合的な学習の時
間等を通して、望ましい食習慣の定着を
図る。
 
・毎日の登下校指導や、交通安全教室
での講演や実技を通して、安全に対す
る意識を高めさせる。 Ｂ

・「健康の大切さを理解し、食生活に気をつけ
るようにしてる」について肯定的に答えた生徒
は、80％であったが、苦手な料理を残す生徒
も多く実践につながっていない。

・児童生徒が加害となる事故は0件であったが
被害となる交通事故は2件発生した。また、交
通マナーへの連絡も数件あっている。来年度
にむけ、交通マナーの指導と呼びかけの強化
を行っていき、交通事故の発生を抑制してい
きたい。

○体育活動や部活動を通して、体力の
向上を図る。

○「体育活動や部活動に熱心に取り組
み、体力が向上したと思う」について肯
定的に答えた生徒の割合80％以上

・生徒の心身の発達段階を考慮した体
育活動や部活動指導の効率化を図りな
がら、効果的な部活動の運営を行う。

Ｂ

・「体育活動や部活動に熱心に取り組み、体
力が向上したと思う」について肯定的に答え
た生徒の割合は72％であった。

・生徒の心身の発達段階を考慮した体育活動
や部活動を行っていると肯定的に答えた教職
員の割合あ95％であった。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・衛生・健康管理委員会を複数回開催
し、業務効率化の具体的方策及び職員
のタイムマネジメント意識向上の進捗状
況等について話し合う。

・校務分掌間等の連携や情報の共有を
図り、業務効率化の取組を組織で実践
する。

Ａ

・学校評価アンケートの質問「校務分掌等で
他の教師との連携や情報の共有を図るなど、
業務効率化に取り組んでいる。退勤時間の目
安を意識するなど、時間外勤務時間の削減を
心がけている」に対して肯定的な回答をした
職員は、95％であった。

・今後は、会議資料のペーパーレス化の徹底
や時間割の改善等の取り組みを通して、生徒
とふれあう時間の更なる増加を行う。

●特別支援教育の充実

○全職員で対応する体制づくりと支援を
要する生徒の指導や支援の方法の共有
化

○「支援を要する生徒に対して配慮しな
がら指導し、情報共有することができた」
について肯定的な回答をした教師の割
合80％以上

・支援を要する生徒の把握や理解につ
いて、生徒指導協議会や特別支援教育
部会を活用した情報交換を確実に行う。 Ａ

○「支援を要する生徒に対して配慮しながら
指導し、情報共有することができた」について
肯定的な回答をした教師の割合は100％以上
であった。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果

○機能する生徒指導体制
の充実

○生徒指導部を中心とした提案や連絡
体制による組織で動く生徒指導体制の
確立

○「生徒の話に耳を傾け、学年や周りの
職員と連携して、生徒の心配事に対応し
ようと努力している」について肯定的な
回答をした教師の割合80％以上

・生徒指導部会の運営を充実させること
で情報を共有する。

・職員研修等で職員のスキルアップを図
り、問題行動の早期対応、未然防止に
努める。

Ａ

・「生徒の話に耳を傾け、学年や周りの職員と
連携して、生徒の心配事に対応しようと努力し
ている」について肯定的な回答をした教師の
割合は、100％であた。

・いじめ防止や自死予防に関する職員研修を
２回実施した。

○教育相談の充実

○生徒の変化の早期発見と全職員で対
応する支援体制づくり

○「相談事があったとき、先生たちは、あ
なたの話を聞いてくれている」について
肯定的に答えた生徒の割合80％以上

・生徒の変化を早期に発見するために、
毎月行うアンケート「自分と話そう」や定
期教育相談を有効に活用する。

・ＧＲ等を活用し、学年を超えた教師間
の情報共有や、SCやSSW、サポート相
談員との連携を確実に行う。

Ｂ

・「相談事があったとき、先生たちは、あなた
の話を聞いてくれている」について肯定的に
答えた生徒の割合86％だった。

・生徒支援・指導のあり方やその情報共有に
関して肯定的な回答をした教師の割合が53％
であった。

○地域と共にある学校づく
りの推進

◎コミュニティースクールによる学校・家
庭・地域の連携・協働の推進

◎「地域の方々とふれあう活動を積極的
に行っている」について肯定的に答えた
生徒、保護者の割合80％以上

・生徒の地域行事へのボランティア参加
の促進。

・「職場体験」「職業人に学ぶ」「夢づくり
講演会」等、地域・保護者と連携した教
育活動の更なる充実。

Ｂ

◎「地域の方々とふれあう活動を積極的に
行っている」について肯定的に答えた生徒の
割合は、51％であり、保護者の割合は51％で
あった。

・生徒の地域行事等へのボランティア参加は
例年より多かった。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上については、授業スタイルの共通化やＩＣＴ機器の利活用等を中心に取り組んだ。生徒の学習へ向かう態度に成果が表れつつある。今年度の課
題を踏まえながら来年度も取組を継続したい。
・学年担当全員で実施した道徳教育や、全職員で情報共有し対応した生徒指導については、生徒や保護者による取組についてのアンケートの肯定的な回答
が９割前後となっている。来年度も引き続き全職員による取組を推進する。
・教育相談の充実については、教育相談部会を中心とした全職員による対応とカウンセラーや支援員との密な連携を図ったことで、不登校生徒数が昨年度よ
り減少するなどの成果を得ることができた。引き続き来年度も重点目標として取り組みたい。
・不登校生徒への対応では、数値的に若干の改善が見られた。外部機関とも連携して卒業後の進路実現にも力を注ぐことができた。次年度も引き続き不登校
対策に力を入れて取り組みたい。
・「地域とのふれ合いが希薄である」という意見が、生徒・保護者から少なからず出ている。今後、学校教育は勿論の事、公民館活動も保護者を含めた中高生と
の交流事業や中学生を取り込めるような活動を推進しなければならない。尚、土曜日・日曜日・祝祭日を使った中学生対象の講座、屋外活動〈マルシェ、軽ト
ラック市、販売の加勢、ウォーキング〉は現在も協力いただいている。

●心の教育

●健康・体つくり

重点取組
具体的取組

最終評価

２　学校教育目標
夢をもち　たくましく　挑戦する　生徒の育成

　　創り 、つなぐ　～　夢　絆　伝統　～

３　本年度の重点目標

①地域とともにある学校づくり（コミュニティースクールによる学校・家庭・地域との連携・協働）

②生徒の主体的・対話的で深い学びの実現（確かな学力を身に付けさせるための授業改善）

③生徒指導、特別支援教育の充実（いじめや不登校の未然防止のための組織体制の整備）

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立諸富中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上については、校内研修部を主体とした全職員による取組を実践した。生徒の学習へ向かう態度や学習状況調査結果等に成果が表れつつある。今年度の課題を踏まえながら来年度も取組を

継続したい。

・学年担当全員で実施した道徳教育や、全職員で情報共有し対応した生徒指導については、生徒や保護者による取組についてのアンケートの肯定的な回答が9割前後となっている。来年度も引き続き

全職員による取組を推進する。

・教育相談の充実については、教育相談部会を中心とした全職員による対応とカウンセラーや支援員との密な連携を図ったことで、不登校生徒数が昨年度より減少するなどの成果を得ることができ

た。引き続き来年度も重点目標として取り組みたい。


